



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































¥ 、 対称代名詞 こ そ 1
～．．＼、 なな 49 
述部語句 ‘ヽ．へ、`｀`～、 た た
‘-
``  
I -［ ～ ： さ）― ・せ―  1 3 2 ロ
~ （さ）しらるる 2 i 
お〔ご〕～なさるる 2 ! ＇ 
お〔ご〕～ある 4 i 
〕～ない : I l I 
ござ（あ）る 15 i 8 
させらるる 4 I 
なさるる 1 7 l 1 
仰せらるる 31 ! 4 
（て）下さるる 18 1 4 
思召す 3 I 1 
ごらうじらるる 1 I l i 
（お） ～やる i三65 I 
おりゃる
I I 
おぢゃる I 1~ 
おうぢゃる l 
あそばす 1 | 8 1 
めさるる l 8 1 
群 1 おしゃる i 54 
l （て）たもる 6 
































































































































































































































































































































































































































物 関係 I 曲名（併用する他の対称代名詞）






聟 → 舅 二人袴・水掛聟（ソナタ勺
聟 →教 え 手 鶏聟・八幡の前など 4曲
夫・妻→仲 人 石神・岩橋
















算 置→亭 主 居 杭
聟の親→ 舅 眉目吉
--~“--------0 -“--0 - -̂  --←”----------←~ -----------←と---口• ----こ---“------□---~ -～---ロ---―マ―---------⇔----9 -----e“--マ--幽----し-—•--------・ • ---.こ--
(II) 所の者→所の者 腹不立
舅 →聟の親 二人袴
人→亭 主 松 脂
舎者→偽仏師 仏師（ソナタ）
舅 →聟の望みの者 かくすい聟（カタガタ・ソナタ）
藤 三→ 女 右流左止（カタガタ・ソナタ）








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) 何藤 某→何 某 連歌盗人
(1 2) 三→女 右流左止
3) 舅 →聟の望みの者 かくすい聟
(14) 冠 者→粟 所田有者口 粟田口
(15) 牛博労→牛の 横座 2
(16) 新発意→壇 家 飛越




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 5 佐野 (1980:47ぺ）の「対称代名詞
の待遇段階」 （抜粋）













0臼， ソ ヵ オソコ｀キ ソゴナタ ン ナ ヘ シ ナヘ
る ぁ： 
夕 ガ ミタンョ タン
夕
B る 敬意，~ I C



























































































































































































































～ （さ）せらるる 5 6 1 4 
A お〔ご〕～ある 3 4 
ござ（あ）る 1 
群 させらるる 1 






贔I裸動詞 I I I I 
―I 
1 
その他 （ら）るる
賜 ふ る
召さるる
天
草
版
二
書
で
の
呼
応
状
況
を
よ
り
詳
し
く
見
る
た
め
に
、
八
表
2
>
と
同
様
の
調
査
を
し
た
の
が
八
表
6
>
で
あ
る
。
述
部
語
句
の
待
遇
段
階
は
八
表
2
>
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
が
、
佐
野
が
（
オ
）
ー
ア
ル
を
（
オ
）
し
ヤ
ル
と
同
じ
待
遇
価
と
考
え
て
（
サ
）
セ
ラ
ル
ル
よ
り
一
段
低
く
位
置
づ
け
て
い
る
点
に
本
稿
の
扱
い
と
の
相
迩
が
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
本
文
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
解
釈
と
関
わ
る
問
題
を
も
含
む
た
め
に
、
暫
定
的
に
A
群
に
入
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
、
八
表
6
>
を
八
表
2
>
と
比
べ
る
と
次
の
よ
う
な
現
象
上
の
異
同
- 33 -
が
指
摘
さ
れ
る
。
い
コ
ナ
タ
が
A
群
と
の
み
共
存
す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
③
ソ
ナ
タ
は
A
群
•
B
群
と
も
に
共
存
す
る
が
、
虎
明
本
で
はB
群
と
の
共
存
が
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
草
版
二
書
で
は
A
群
と
の
共
存
が
よ
り
多
い
。
（
た
だ
し
、
（
オ
）
し
ア
ル
を
B
群
所
属
と
す
る
と
天
草
版
伊
曽
保
物
語
で
は
B
群
と
の
共
存
が
よ
り
多
く
な
る
。
）
山
崎
(
-
九
六
三
）
の
よ
う
な
抽
象
レ
ベ
ル
で
の
呼
応
に
限
定
し
て
考
え
て
し
ま
う
と
、
コ
ナ
タ
・
ソ
ナ
タ
の
待
遇
価
の
差
が
際
立
っ
て
は
こ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
虎
明
本
の
言
語
的
悲
盤
に
極
め
て
近
い
そ
れ
を
持
つ
天
草
版
二
書
に
お
い
て
も
、
八
要
説
A
V
に
よ
る
説
明
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
併
わ
せ
て
③
の
現
象
上
の
相
迩
点
も
八
要
訛
A
V
に
よ
っ
て
統
一
的
に
説
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
以
下
で
論
ず
る
。
3
.
2
天
草
版
平
家
物
語
で
コ
ナ
タ
を
含
む
会
話
文
は
3
例
あ
り
、
う
ち
2
例
は
喜
一
検
校
が
右
馬
之
允
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
こ
な
た
さ
へ
り
幻
び
れ
さ
せ
ら
れ
ず
は
、
私
は
な
ん
ぼ
う
な
り
と
も
語
り
ま
ら
せ
う
。
(10
。へ）
⑪
:
…
・
私
が
長
い
こ
と
を
語
り
ま
ら
し
た
よ
り
も
、
退
屈
も
な
う
間
か
せ
~
 
ら
れ
た
を
奇
特
と
存
ず
る
。
…
…
ど
こ
で
も
こ
の
物
語
に
お
い
て
は
、
こ
な
た
も
み
ご
と
あ
ど
を
う
た
せ
ら
れ
う
ほ
ど
に
、
重
宝
で
ご
ざ
る
。
(408
ペ）
あ
と
1
例
は
、
俊
寛
の
死
を
彼
の
娘
に
報
告
す
る
、
俊
寛
の
嘗
て
の
下
人
有
王
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
つ
ま
り
下
人
か
ら
主
人
の
家
族
へ
の
待
退
と
な
る
。
⑫
な
か
な
か
こ
な
た
の
お
文
を
御
麓
ぜ
ら
れ
て
こ
そ
、
い
と
ど
お
ん
息
ひ
し
や
う
じ
ゃ
う
せ
せ
は
ま
さ
ら
せ
ら
れ
て
ご
ざ
る
。
：
・
・
：
今
は
生
々
批
々
を
送
ら
せ
ら
る
る
と
も
、
な
ん
と
し
て
か
お
声
を
も
聞
か
せ
ら
れ
、
お
姿
を
も
見
さ
せ
ら
れ
う
ぞ
(92
。へ）
全
て
社
会
構
成
上
の
身
分
関
係
に
お
け
る
上
位
の
相
手
に
対
し
て
使
わ
れ
、
共
存
す
る
述
部
語
句
も
A
群
で
あ
る
。
次
に
ソ
ナ
タ
を
含
む
会
話
文
、
5
例
を
見
よ
う
。
く
ち
⑬
ち
っ
と
も
そ
な
た
に
た
だ
口
は
お
か
せ
ま
い
ぞ
こ
は
ほ
先
へ
お
語
り
あ
加
。
（
右
馬
之
允
↓
喜
一
検
校
、
261
ペ）
⑭
ま
こ
と
に
さ
こ
そ
お
ほ
し
め
す
ら
う
、
：
·
:
•
そ
な
た
の
御
風
情
を
見
お
き
奉
れ
ば
、
ゆ
く
空
も
お
ぽ
え
ね
ど
も
、
う
ち
乗
せ
奉
っ
て
の
ぼ
る
に
も
及
ば
ず
、
せ
ん
方
な
い
こ
と
ぢ
ゃ
。
：
·
：
•
そ
れ
が
し
ま
づ
ま
か
り
の
ぼ
っ
て
…
…
迎
ひ
に
人
を
進
ぜ
う
ず
。
そ
の
間
は
こ
の
日
ご
ろ
ご
ざ
っ
た
や
う
に
息
ひ
な
い
て
、
待
た
せ
ら
れ
い
~
…
…
た
と
ひ
こ
の
瀬
に
こ
そ
も
れ
さ
せ
ら
る
る
と
も
、
つ
ひ
に
は
な
ぜ
に
赦
免
な
う
て
あ
ら
う
ず
る
か
（
少
将
成
経
↓
俊
塵
、
75
ペ）
⑮
何
に
よ
っ
て
木
曾
を
討
た
う
と
は
さ
せ
ら
る
る
ぞ
？
た
だ
し
叩
尺
声
こ
そ
そ
な
た
を
恨
む
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
て
、
こ
れ
に
ゐ
ら
れ
た
を
そ
れ
が
し
が
か
か
へ
ま
ら
し
た
に
よ
っ
て
か
？
（
義
仲
↓
頼
朝
、
160
ペ）
⑯
:
·
:
•
そ
な
た
の
出
さ
れ
さ
せ
幻
白
□
〗
を
見
た
に
つ
け
て
も
、
い
つ
か
わ
が
身
の
上
で
あ
ら
う
と
忌
う
た
れ
ば
、
始
し
う
は
な
う
て
、
障
子
に
い
づ
あ
と
れ
か
秋
に
あ
は
で
呆
つ
べ
き
と
書
き
お
か
せ
ら
れ
た
筆
の
跡
を
げ
に
も
と
思
う
て
悲
し
う
存
じ
た
。
い
つ
ぞ
や
ま
た
召
さ
れ
さ
せ
ら
れ
て
今
様
を
副
は
せ
ら
れ
た
に
も
息
ひ
知
ら
礼
て
こ
そ
ご
ざ
っ
た
れ
。
：
・
：
・
（
仏
↓
妓
王
、
105
ペ）
⑰
ま
こ
と
に
そ
な
た
の
こ
れ
ほ
ど
に
思
ひ
あ
る
と
は
、
夢
に
も
知
ら
い
で
、
う
き
批
の
中
の
あ
さ
ま
し
さ
は
わ
が
島
を
こ
そ
憂
し
と
思
は
う
ここん
と
ぢ
ゃ
に
：
と
も
す
れ
ば
、
そ
な
た
の
こ
と
が
う
ら
め
し
う
て
、
・
:
・
：
今
- 34 -
生
も
、
後
生
も
な
ま
し
ひ
に
し
損
じ
た
心
地
で
あ
っ
た
に
こ
J
の
や
う
に
様
を
か
へ
て
お
ぢ
ゃ
っ
た
れ
ば
、
日
ご
ろ
の
恨
み
は
露
、
ち
り
ほ
ど
も
残
ら
ぬ
。
．．． 
今
そ
な
た
の
出
家
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
こ
と
の
か
ず
で
も
な
い
。
そ
な
た
は
歎
き
も
な
し
、
恨
み
も
な
し
、
•
•
…
•
こ
れ
ほ
ど
稿
土
を
厭
だ
い
だ
9
う
て
、
浄
土
を
顧
は
う
と
深
う
思
ひ
お
い
り
あ
っ
た
こ
そ
ま
こ
と
の
大
道
心
と
は
見
え
た
れ
。
…
・
:
（
妓
王
↓
仏
、
106|107
ペ）
⑬
は
⑩
⑪
の
逆
の
関
係
で
あ
る
。
⑭
は
一
緒
に
鬼
界
が
島
に
流
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
ひ
と
り
だ
け
都
か
ら
の
赦
し
が
な
か
っ
た
俊
寛
へ
の
少
将
成
経
の
慰
め
の
こ
と
ば
。
社
会
的
身
分
は
少
将
の
方
が
高
い
。
⑮
は
人
を
介
し
て
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
待
遇
語
の
使
用
は
義
仲
か
ら
頻
朝
へ
向
け
て
の
も
の
と
解
し
て
よ
い
。
⑯
⑪
は
清
盛
の
も
と
を
抜
け
出
し
た
仏
が
、
消
盛
の
前
の
愛
人
の
妓
王
を
訪
ね
た
場
面
で
の
二
人
の
会
話
文
で
あ
る
。
全
て
ほ
ぼ
対
等
か
や
や
下
位
の
相
手
に
対
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
た
だ
し
⑪
は
、
妓
王
の
方
が
年
長
で
あ
る
こ
と
、
仏
は
妓
王
に
対
し
て
う
し
ろ
め
た
い
気
持
を
担
い
て
い
る
こ
と
な
ど
かヽi
ら
、
妓
王
の
方
が
上
位
に
立
つ
と
も
解
せ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
八
表
3
>
の
I（
 
や
⑩
ー
⑫
の
よ
う
な
絶
対
的
上
位
と
は
見
倣
し
羅
い
。
し
か
し
、
⑯
と
⑰
で
の
述
部
語
句
の
違
い
に
は
注
意
し
た
い
。
⑬
し
⑯
で
は
ソ
ナ
タ
に
共
存
す
る
述
部
語
旬
は
A
群
で
あ
っ
て
、
ほ
ほ
対
等
か
や
や
下
位
の
相
手
へ
の
最
も
高
い
待
迎
的
配
慮
を
表
現
し
て
い
る
と
解
せ
る
が
、
⑰
は
⑯
よ
り
も
待
辿
的
配
慮
は
低
く
、
こ
こ
に
妓
王
と
仏
の
微
妙
な
閃
係
が
反
映
し
て
い
る
。
⑰
で
オ
ヂ
ャ
ル
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
（
オ
）
し
ア
ル
は
B
梢
と
考
え
て
（
サ
）
セ
ラ
ル
ル
よ
り
待
遇
価
が
低
い
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
い
う
解
釈
の
余
地
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
判
定
に
は
（
オ
）
し
ア
ル
と
（
サ
）
セ
ラ
ル
ル
を
全
編
に
わ
た
っ
て
(
8
)
 
広
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
保
留
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
し
か
し
A
群
か
B
群
以
外
の
所
属
で
は
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら
、
本
稿
の
論
旨
に
大
き
な
変
更
は
な
い
と
言
っ
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
天
草
版
平
家
物
語
の
コ
ナ
タ
・
ソ
ナ
タ
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
用
い
る
人
物
閲
係
、
呼
応
す
る
述
部
語
句
に
つ
い
て
の
賎
察
は
八
要
説
A
V
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
対
称
代
名
詞
の
使
用
が
卦
分
等
の
上
下
関
係
に
つ
い
て
よ
り
固
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
述
部
語
句
の
方
は
よ
り
流
動
的
で
あ
る
点
も
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は
八
主
張
A
V
を
支
持
し
て
い
る
。
な
お
、
虎
明
本
や
天
草
版
伊
曽
保
物
語
に
比
し
て
、
ソ
ナ
タ
と
A
群
の
共
存
が
よ
り
多
い
こ
と
は
、
話
の
内
容
・
題
材
と
し
て
緊
張
感
や
あ
ら
た
ま
り
を
伴
う
人
物
関
係
・
場
面
が
多
い
こ
と
に
そ
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。
3
.
3
天
草
版
伊
皆
保
物
語
で
は
、
ソ
ナ
タ
が
（
オ
）
t
ヤ
ル
及
び
（
オ
）
t
ャ
ル
と
表
記
さ
れ
た
述
部
語
句
と
共
存
す
る
こ
と
が
あ
る
。
⑱
な
う
同
心
し
た
人
、
な
ぜ
に
そ
な
た
は
力
を
お
添
へ
や
ら
ぬ
(vosoye,
y
a
r
a
n
u
)
ぞ
（
斧
を
拾
っ
た
者
↓
同
道
す
る
者
、
481
ペ）
は
か
り
こ
と
⑲
…
…
ぞ
な
た
の
賢
い
謀
を
も
っ
て
、
そ
の
悲
し
み
を
お
宥
め
あ
れ
。
ま
づ
石
を
取
っ
て
、
•
…
•
•
そ
の
穴
に
お
閉
し
ゃ
れ
(
v
o
c
a
c
u
x
a
r
e
)
。
さ
て
そ
な
た
の
心
に
は
、
黄
金
ぢ
ゃ
と
思
ひ
お
な
し
ゃ
れ
(
v
o
m
o
i
v
o
n
a
x
a
-
re)
。
…
・
:
（
あ
る
人
↓
あ
る
貪
欲
な
者
、
4
7
9
0
へ
）
こ
の
種
の
表
記
は
全
編
で
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
⑳
い
か
に
シ
ャ
ン
ト
、
お
閻
き
あ
れ
。
そ
な
た
と
我
は
縁
こ
そ
尽
き
つ
ら
う
。
今
よ
り
し
て
は
夫
と
も
頓
み
ま
ら
す
ま
い
。
ま
た
妻
と
も
思
は
せ
ら
・
い
と
ま
ふ
か
な
。
我
に
当
る
財
産
を
ば
暇
と
し
て
賜
う
れ
。
わ
が
代
り
に
は
先
に
雑
鮪
を
賠
り
1
1
(
v
o
c
u
r
i
a
t
t
a
)
犬
か
ら
圃
愛
せ
ら
れ
さ
せ
ら
れ
い
（
シ
ャ
ン
ト
の
妻
↓
シ
ャ
ン
ト
、
42
ペ）
の
よ
う
な
、
分
か
き
書
き
で
な
い
表
記
の
中
に
は
（
オ
）
し
ア
ル
・
（
オ
）
し
(
9
)
 
ャ
ル
の
い
ず
れ
を
写
し
た
も
の
か
が
決
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
実
は
天
草
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虎
明
本
に
お
け
る
コ
ナ
タ
・
ソ
ナ
タ
と
A
群
•
B
群
の
呼
応
関
係
の
、
そ
の
非
均
質
性
に
注
目
し
、
こ
の
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
人
物
関
係
に
よ
る
コ
ナ
タ
・
ソ
ナ
タ
の
選
択
の
原
則
、
ソ
ナ
タ
I
I
A
群
表
現
の
持
つ
意
味
の
検
討
を
経
て
、
八
要
説
A
V
を
提
示
し
た
。
そ
の
基
盤
と
し
て
八
主
張
A
V
を
示
し
た
。
八
要
説
A
V
八
主
張
A
V
は
天
草
版
二
書
に
お
い
て
も
説
明
力
を
有
し
、
そ
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
極
め
て
近
い
言
語
的
基
盤
を
も
つ
二
種
三
文
献
を
総
合
す
る
位
置
に
引
き
上
げ
て
評
価
で
き
、
こ
の
こ
と
は
待
遇
表
現
に
関
す
る
当
代
の
言
語
意
識
の
一
端
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
4
ま
と
め
版
平
家
物
語
に
お
い
て
も
同
じ
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
表
記
の
解
釈
、
ま
た
そ
れ
ら
の
待
遇
価
の
厳
密
な
判
断
は
保
留
と
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
A
群
ま
た
は
B
罪
以
外
の
所
属
で
は
あ
り
え
ま
い
。
そ
の
他
の
用
例
の
掲
出
は
省
略
す
る
が
、
八
表
6
>
に
示
し
た
各
語
と
広
く
共
存
し
て
い
る
。
話
手
と
相
手
と
の
関
係
は
⑮
し
⑳
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ほ
ほ
対
等
か
や
や
下
位
の
相
手
に
対
し
て
、
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
蝿
が
獅
子
王
に
対
し
て
、
野
牛
が
狼
に
対
し
て
、
と
い
う
自
分
よ
り
力
の
強
い
相
手
(10) 
に
ソ
ナ
タ
を
使
っ
た
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
蝿
の
頴
慢
な
態
度
や
相
手
を
威
圧
し
よ
う
と
す
る
野
牛
の
意
図
が
託
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ
ば
特
別
（
応
用
）
待
遇
表
現
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
な
お
、
コ
ナ
タ
は
一
例
で
、
下
人
が
主
人
に
使
っ
て
お
り
、
（
サ
）
セ
ラ
ル
ル
が
共
存
し
て
い
る
。
＠
そ
れ
は
、
ご
如
応
の
御
大
切
に
思
は
せ
ら
る
る
者
に
渡
い
て
ご
ざ
る
（
エ
ソ
ポ
↓
シ
ャ
ン
ト
、
423
ペ）
(
1
)
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
写
真
複
製
版
（
虎
明
本
11
岩
波
書
店
、
天
草
版
二
書
11
勉
誠
社
文
庫
）
の
他
に
、
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
（
一
九
七
ニ
・
七
三
・
八
三
）
『
尉
繹
狂
言
集
の
研
究
本
文
篇
』
（
全
三
巻
）
表
現
社
、
亀
井
高
孝
・
阪
田
雪
子
讐
字
（
一
九
六
六
)
『
[
匠
咋
乙
麟
平
家
物
語
』
吉
川
弘
文
館
、
大
塚
光
信
（
一
九
八
三
）
『
キ
リ
、
ン
エ
ソ
ポ
の
ハ
プ
ラ
ス
私
注
』
臨
川
書
店
、
を
使
用
。
用
例
の
タ
ン
版
掲
出
に
あ
た
り
、
表
記
を
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
そ
の
所
在
は
、
虎
明
本
で
は
曲
名
を
以
っ
て
、
天
草
版
二
書
で
は
原
本
の
ペ
ー
ジ
数
を
以
っ
て
示
す
。
(
2
)
調
査
は
本
狂
言
の
台
詞
に
限
定
す
る
。
共
存
の
範
囲
は
連
続
し
た
一
回
の
発
言
の
内
部
と
す
る
。
(
3
)
他
に
も
、
蔵
野
嗣
久
（
一
九
六
七
）
「
対
称
の
人
代
名
詞
か
ら
み
た
虎
明
本
狂
言
の
こ
と
ば
」
〔
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
1
〕
、
彦
坂
佳
宣
（
一
九
七
五
）
「
大
蔵
流
狂
言
『
虎
明
本
』
か
ら
『
虎
寛
本
』
ヘ
ー
ー
そ
の
待
遇
表
現
の
変
化
ー
ー
」
〔
『
国
語
学
研
究
』
14
〕
を
参
照
し
た
。
(
4
)
唯
一
の
共
存
例
と
い
う
の
が
「
名
取
川
」
に
あ
る
、
「
ご
州
均
ば
昆
器
用
骨
柄
人
に
す
ぐ
れ
て
ご
ざ
る
程
に
、
弓
を
よ
う
あ
そ
ば
さ
う
（
出
家
↓
名
取
の
何
某
）
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
相
手
を
お
だ
て
て
油
断
を
さ
せ
、
そ
の
上
で
取
り
押
さ
え
よ
う
と
い
う
場
面
で
あ
り
、
待
遇
語
の
選
択
に
は
作
為
の
計
略
に
よ
る
不
自
然
さ
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
特
別
（
応
用
）
待
遇
表
現
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
(
5
)
例
え
ば
次
の
例
を
指
し
て
い
る
。
「
是
は
い
か
な
事
、
身
共
は
怪
我
に
掛
け
た
れ
ば
、
ilは
わ
ざ
と
お
掛
き
や
る
、
掛
け
ど
く
な
ら
は
身
ど
も
A
掛
け
て
や
ら
う
（
聟
↓
舅
「
水
掛
鉗
」
）
」
。
(
6
)
圏
「
地
蔵
舞
」
で
ソ
ナ
タ
称
呼
の
出
て
く
る
前
半
で
は
、
出
家
は
宿
を
借
り
る
と
い
う
恩
恵
享
受
を
あ
ま
り
意
に
介
し
て
い
な
い
の
で
へ
明
ら
か
な
上
位
と
み
な
し
た
待
遇
的
評
価
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。
(
7
)
同
章
の
類
型
化
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
仮
り
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
場
面
・
相
手
に
応
じ
た
待
遇
語
選
択
に
瞑
す
る
当
代
の
言
語
意
識
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
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よ
り
狂
言
台
本
を
日
本
語
史
上
の
文
献
資
料
と
し
て
扱
う
立
場
と
は
、
詞
章
自
体
が
当
時
の
日
常
会
話
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
決
め
て
か
か
る
こ
と
で
は
な
く
、
当
代
人
た
ち
が
抱
い
て
い
た
言
語
意
識
が
ど
う
い
う
形
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
る
観
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
(
8
)
佐
々
木
峻
（
一
九
六
七
）
「
天
草
版
平
家
物
語
の
尊
敬
表
現
法
_
ー
被
待
遇
者
の
群
落
と
表
現
法
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
|
ー
」
〔
『
国
文
学
孜
』
4
4
〕
で
は
、
地
の
文
に
お
い
て
は
（
オ
）
ー
ア
ル
の
語
中
部
の
動
作
性
体
言
が
漠
語
か
和
語
か
で
用
法
上
の
差
異
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
観
点
も
必
要
だ
ろ
う
。
(
9
)
大
塚
(
-
九
八
三
二
135|136
ペ
）
参
照
。
み
く
ち
(10)
次
の
会
話
文
を
言
う
。
「
そ
な
た
は
余
よ
り
も
強
う
は
な
い
。
…
…
こ
れ
を
ロ
惜
し
う
思
は
せ
ら
れ
ば
、
出
て
勝
負
を
決
し
さ
せ
ら
れ
い
（
蝿
↓
獅
子
王
、
48
ペ
）
」
。
「
と
て
も
、
我
只
今
そ
な
た
か
ら
食
は
れ
う
ず
。
し
か
ら
ば
、
多
年
好
い
ひ
と
か
な
で
そ
ヘ
た
道
で
あ
れ
ば
、
最
後
に
一
奏
糾
う
て
死
な
う
ず
。
一
曲
添
声
に
あ
づ
か
れ
（
野
牛
↓
狼
、
481
ペ）」。
参
考
文
献
小
島
俊
夫
（
一
九
七
九
）
「
虎
明
本
狂
言
集
の
敬
語
体
系
ー
ー
対
称
代
名
同
の
構
成
す
る
主
述
対
応
ー
」
〔
『
詞
疇
疇
冒
喜
論
集
』
勉
誠
社
〕
。
坂
口
至
（
一
九
七
八
）
「
大
蔵
流
狂
言
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
ー
ー
述
部
の
体
系
ー
ー
」
〔
『
語
文
研
究
』
4
6
〕
゜
佐
野
裕
子
（
一
九
八
0
)
「
室
町
時
代
末
期
の
人
称
代
名
詞
ー
ー
そ
の
用
法
と
資
料
性
と
の
関
述
—
ー
」
〔
『
国
文
』
5
2
〕
。
山
崎
久
之
（
一
九
六
三
）
『
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
近
世
編
』
武
蔵
野
書
院
。
付
記
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
御
助
言
を
賜
わ
り
ま
し
た
)
小
松
英
雄
先
生
、
森
野
宗
明
先
生
、
北
原
保
雄
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
日
本
語
学
）
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